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要旨【日本語】

本研究は、日本語の五十音体系を圏論的構造として再解釈

し、Viorazu.五十音圏論という新たな理論的枠組みを提案す
る。本理論では、子音を関手（Functor）、母音を次元
（Dimension）として定義し、各音素を関手×次元の座標と
して一意に決定する。

本研究の主要な発見は以下の通りである：

1. 「愚かさ」を表す7語（馬鹿、阿呆、痴れ者、空け、戯
け、鈍間、痴）の意味的差異が、関手構造の差異として

説明できること

2. 中国地方の強調接頭語6語（ぶち、ぶり、ばり、ぼっけ
え、でーれー、もんげー）の強度順序が、圏論的複雑度



これらの発見は、母語話者の無意識的判断と数学的構造の一

致を示し、人間の言語認知が圏論的構造を生物学的に実装し

ている可能性を示唆する。

キーワード： 圏論、五十音、関手、方言、強調語、音韻フ
ィルター、認知言語学、認知幾何学

Abstract【English】
This study reinterprets the Japanese Gojūon (fifty-sound)
system as a category-theoretic structure and proposes a new
theoretical framework called Viorazu. Gojūon Category
Theory. In this theory, consonants are defined as functors
and vowels as dimensions, with each phoneme uniquely
determined as a functor × dimension coordinate.

と完全に一致すること

3. 広島弁話者が「でーれー」を拒否する現象が、二重長音
（二重極限操作）に対する音韻フィルターとして説明で

きること

4. 備後弁の高齢話者が「あんごう言うたらどんつー言うこ
とよね」と述べたことが、∞経由構造の同値類認識とし
て解釈できること

5. 中国地方4地域の「できない」表現（せんない・さえ
ん・やれん・おえん）が、それぞれ異なる認知幾何学

（円環・線形・螺旋・核心）に対応すること



The main findings of this study are:

These findings demonstrate the correspondence between
native speakers' unconscious judgments and mathematical
structures, suggesting that human linguistic cognition may
biologically implement category-theoretic structures.

Keywords: Category theory, Gojūon, Functor, Dialect,
Emphatic prefix, Phonological filter, Cognitive linguistics,
Cognitive geometry

1. The semantic differences among seven terms for
"foolishness" (baka, ahō, shiremono, utsuke, tawake,
noroma, woko) can be explained as differences in functor
structures

2. The intensity order of six emphatic prefixes in the
Chūgoku region (buchi, buri, bari, bokkē, dērē, mongē)
perfectly matches their category-theoretic complexity

3. The phenomenon of Hiroshima dialect speakers rejecting
"dērē" can be explained as a phonological filter against
double long vowels (double limit operations)

4. An elderly Bingo dialect speaker's statement "angō
iuttara dontsū iu koto yo ne" can be interpreted as
equivalence class recognition of ∞-passing structures

5. The expressions for "cannot" in four Chūgoku regions
(sennai, saen, yaren, oen) correspond to different
cognitive geometries (circular, linear, spiral, kernel)
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順序を直観的に判断できる。「ぶち」より「ばり」が強く、

「ぼっけえ」より「もんげー」が強い。しかし、なぜそうな

のかを説明することは困難である。

本研究は、圏論（Category Theory）という数学的枠組みを
用いて、これらの言語現象を統一的に説明することを試み

る。

1.2 Research Questions（研究課題）
本研究は以下の問いに取り組む：

1.3 Approach（アプローチ）

1. 音素と意味の関係： 日本語の音素（五十音）は、意味と
どのような体系的関係を持つか

2. 類義語の差異： なぜ類義語は完全な同義語にならないの
か

3. 合成の妥当性： なぜ特定の語の組み合わせは自然で、他
は不自然なのか

4. 方言強調語の強度： 強調接頭語の強度順序は何によって
決まるか

5. 方言の伝播と拒否： なぜ特定の方言語彙は他地域に伝播
し、他は拒否されるか

6. 母語話者の直観： なぜ母語話者は教育なしにこれらを正
確に判断できるのか

7. 地域認知構造： なぜ隣接地域でも認知パターンが異なる
のか



本研究は、Viorazu.五十音圏論という新たな理論的枠組みを
提案する。この枠組みでは：

この枠組みにより、音素レベルから語彙レベル、さらには方

言体系レベルまで、日本語の構造を統一的に記述することが

可能になる。

2. Theoretical Framework（理論的枠組
み）

2.1 Fundamentals of Category Theory（圏
論の基礎）

圏 C は以下の要素から構成される：

子音を関手（Functor）として解釈する
母音を次元（Dimension）として解釈する
音素を関手×次元の座標として定義する
語を関手の合成として記述する

対象（objects）：Ob(C) で表される集まり
射（morphisms）：対象間の関係 f : A → B

合成（composition）：射の連結 g ∘ f : A → C（ただし

f : A → B, g : B → C）

恒等射（identity）：各対象に対して idA : A → A



関手（functor） F : C → D は、圏から圏への構造を保つ写
像である。対象を対象に、射を射に送り、合成と恒等射を保

存する。

2.2 Mathematical Notation（本研究で使用す
る数学的記法）

記号 名称 直観的意味

Id 恒等関手 そのまま保つ

Ker 核 本質・中心を抽出

Coker 余核 残り・剰余を抽出

⊗ テンソル積 結合・積

Hom 射集合 可能性の空間

U 忘却関手 構造を忘れる

T 稠密化 充満させる
y

米田埋込 他者視点で表現

⊣ 随伴 双方向の対応
η

単位 応答・反応
∞

極限 収束・完了・終端
∗ 双対 反転・逆

lim / lim 極限 / 余極限 収束 / 発散的統合

2.3 Proposal of Viorazu. Gojūon Category
Theory（Viorazu.五十音圏論の提案）

←−−→



日本語の五十音体系を圏論的構造として再解釈する。

本理論は、著者の先行研究（Viorazu., 2025）で提示したト
ーラス構造モデル（T² = S¹ × S¹）を基盤として、関手×次元
マトリクスへと発展させたものである。

定義（基本仮説）： 五十音の各音素は、関手（子音）× 次元
（母音）の座標として一意に決定され、その組み合わせが意

味的機能を規定する。

2.3.1 縦軸：子音 = 関手（Functor）

行 子音 関手 機能

あ行 ∅ Id 恒等・起点

か行 k Ker 核・本質抽出

さ行 s Coker 剰余・残り

た行 t ⊗ 積・結合

な行 n Hom 内部・可能性

は行 h U 忘却・解放

ま行 m T 稠密・充満

や行 y y
他者視点（米田）

ら行 r ⊣ 随伴・論理的対応

わ行 w η
応答・反応

濁音・半濁音は関手の変形として扱う：

濁音（゛）= Ker∗（双対核）



2.3.2 横軸：母音 = 次元（Dimension）

母音 次元 記号 幾何学的意味

a 0次元 0 点（起点・基底）

i 1次元 1 線（方向・経路）

u 2次元 2 面（運動・変化）

e 境界 ∂ 境界（遷移・際）

o ループ ◯ 閉路（循環・完結）

2.3.3 音素の定義
音素は以下のように定義される：

音素 = Fd

ここで F  は関手（子音）、d は次元（母音）を表す。

例：

語は音素の合成として記述される：

語 = Fd1 ∘ Gd2 ∘ Hd3 ∘ ⋯

半濁音（゜）= F ∗（自由関手の双対）

あ = Id0（恒等関手の0次元）
か = Ker0（核の0次元）
す = Coker2（余核の2次元）
ば = F0（自由関手の0次元）



2.4 Semantic Determination Principle（意味
決定原理）

定理（Viorazu.座標一意性定理）： 異なる音素は異なる関手
×次元の組み合わせを持ち、したがって異なる意味的機能を
持つ。

音素1 ≠音素2 ⇒ Fd1
≠ F ′

d2
⇒意味1 ≠意味2

系（完全同義語不在定理）： 音韻的に異なる語は、完全な同
義語にはなりえない。類似性は構造的隣接性または合成的重

複として説明される。

3. Analysis of Pejorative Terms（罵倒語
の解析）

3.1 Terms for Foolishness（愚かさを表す語
彙）

3.1.1 馬鹿（baka）

ばか = F0 ∘ Ker0

解釈：「自由に展開できる可能性（F0）を持ちながら、核（

Ker0）に縮退している」

ば (ba) = F0：自由生成の起点

か (ka) = Ker0：核への縮退



→ ポテンシャルがあるのに使われていない状態

3.1.2 阿呆（ahō）

あほ（う） = Id0 → U◯(→ Id2)

解釈：「起点から始まり、忘却のループに入り、（運動だけが

続く）」

→ 本質を忘れたまま動いている状態

3.1.3 馬鹿 vs 阿呆の構造的差異

語 構造 状態

馬鹿 F0 → Ker0 可能性の未使用

阿呆 Id0 → U◯ 本質の忘却

この構造差が、関東と関西での侮蔑度の逆転を説明する（7
章 Discussion参照）。

3.1.4 愚かさの語彙の比較表

語 構造 核心的意味

馬鹿 F0 → Ker0 可能性の未使用

阿呆 Id0 → U◯ 本質の忘却

あ (a) = Id0：起点（origin）
ほ (ho) = U◯：忘却のループ

う (u) = Id2：運動（省略されることもある）



語 構造 核心的意味

痴れ者 Coker1 →⊣∂→ T◯ → Hom◯ 分散して収束不能

空け Id2 → ⊗2 → Ker∂ 虚ろな動き

戯け ⊗0 → η◯ → Ker∂ ふざけて本質喪失

鈍間 Hom◯ →⊣◯→ T0 情報過多で麻痺

痴 η◯ → Ker◯ 同じ反応の反復

3.2 Functor Composition and Validity（関手
合成の整合性）

3.2.1 有効な合成：糞馬鹿（kusobaka）
「くそばか」(kuso-baka): Coker ∘ (Ker0 → Coker2) = 剰余の
剰余 ✓

剰余（Coker）に対して、さらに剰余化を適用。整合的。

3.2.2 非妥当な合成：糞阿呆（kusoaho）
「くそあほ」(kuso-aho): Coker ∘ (Id0 → U◯)

忘却（U）は構造を消去する関手であり、消去されたものか

ら剰余を取ることは定義困難。非整合的。

結果：「くそあほ」は「くそばか」ほど自然に響かない。

4. Dialectal Emphatic Prefixes（方言強
調語）



4.1 Projection Functor Structure of
"Buchi"（「ぶち」の射影関手構造）
広島弁の強調接頭語「ぶち」は、任意の述語に付加して強調

を表す。

ぶち = F2 → ⊗1

解釈： 2次元（面的）に拡散しているものを、1次元（線的）
に圧縮する。

→ 射影関手（Projection Functor）：強度を一方向に集中さ
せる。

4.2 Vowel Variation and Functor Variants
（母音変化による関手変種）

語 構造 次元変化 強度

ぶち F2 → ⊗1 2D→1D 1
ぶり F2 →⊣1 2D→随伴線 2
ばり F0 →⊣1 0D→随伴線 3

強度順序：ぶち ＜ ぶり ＜ ばり

4.3 Limit-based Emphatics of Okayama
Dialect（岡山弁の極限系強調語）

ぶ (bu) = F2：自由生成の運動

ち (chi) = ⊗1：積の線（方向）



4.3.1 ぼっけえ（bokkē）

ぼっけえ = F◯ → lim → Ker∂ → Id∂

強度： lim の寄与により、強度 ≈ 6

4.3.2 でーれー（dērē）

でーれー = ⊗∗
∂ → lim →⊣∂→ lim

強度： lim ×2 = 極限操作の二重適用、強度 ≈ 8

4.3.3 もんげー（mongē）

もんげー = T◯ → ∞ → Ker∗
∂ → Id∂

強度： ∞経由の三段階超越、強度 ≈ 11

4.4 Complete Intensity Table（強調関手の完
全強度表）

−→

ぼ (bo) = F◯：自由生成のループ
っ（促音） = lim：余極限（爆発的統合）

−→

け (ke) = Ker∂：境界の核

え (e) = Id∂：境界の恒等

−→

←−←−

←−



順位 語 強度 操作型 地域

1 ぶち 1 射影（内向き圧

縮）

広島・福山

2 ぶり 2 随伴（横方向伝

播）

広島・福山

3 ばり 3 放射（外向き拡

散）

広島・関西

4 ぼっけ

え

6 余極限（爆発的具

現）

広島・福山・

岡山

5 でーれ

ー

8 二重極限（境界延

長²）
岡山

6 もんげ

ー

11 無限経由（三段階

超越）

岡山

4.5 Native Speaker Intuition Validation（母
語話者直観との一致）

備後地方・岡山地方の母語話者への聞き取り調査において、

強度順序の判断を求めたところ：

質問：「次の語を強さ順に並べてください：ばり、ぶち、も

んげー、でーれー、ぼっけえ、ぶり」

母語話者回答： ぶち ＜ ぶり ＜ ばり ＜ ぼっけえ ＜ でーれ
ー ＜ もんげー

数学的予測： ぶち(1) ＜ ぶり(2) ＜ ばり(3) ＜ ぼっけえ(6)
＜ でーれー(8) ＜ もんげー(11)



結果：完全一致

4.6 Special Cases: "Angō" and
"Dontsū"（「あんごう」「どんつー」の同値
類）

備後弁には、他地域で理解されにくい独自の罵倒語が存在す

る。

あんごう（angō）

あんごう = Id0 → ∞ → Ker∗
◯ → Id2

どんつー（dontsū）

どんつー = ⊗∗
◯ → ∞ → ⊗2 → lim

同値類の発見：高齢話者の証言

備後地方の80代話者への聞き取りにおいて、以下の証言が得
られた：

「あんごう言うたら、どんつー言うことよね」

この発話は、「あんごう」と「どんつー」が同値類をなすこ

とを示す。

両者は∞経由構造を共有する：

あんごう : ⋯ → ∞ → ⋯

←−



どんつー : ⋯ → ∞ → ⋯

注目すべき点： 高齢話者は圏論を知らないにもかかわらず、
圏論的同値類を正確に言語化している。

5. Phonological Filter（音韻フィルター）
5.1 Long Vowel Constraint in Hiroshima
Dialect（広島弁の長音制約）

語 長音数 広島での使用 岡山での使用

ぶち 0 ◎ ○
ぼっけえ 1 ○ ◎

もんげー 1 ✗ ◎

でーれー 2 ✗ ◎

「でーれー」のみが広島県で使用されない。

5.2 Formalization of Phonological Filter（音
韻フィルターの定式化）

FHiroshima :語彙→受容,拒否

FHiroshima(w) = {

広島弁音韻フィルター： 二重長音を含む語彙を拒否する。

拒否 if |長音(w)| ≥ 2 受容 otherwise



長音「ー」は極限操作（lim）に対応する。二重長音は極限

の二重適用を意味し、広島弁話者の認知システムはこれを過

剰として拒否する。

6. Regional Cognitive Geometry（地域
認知幾何学）

6.1 Historical Boundaries and Linguistic
Regions（歴史的国境と言語圏）
現代の行政区分（県境）と言語の境界は一致しない。

現代行政区分：

県 所属都市

広島県 広島市、尾道、福山

岡山県 笠岡、岡山市

言語圏：

圏 所属都市

安芸圏 広島市、（尾道）

吉備圏 （尾道）、福山、笠岡、岡山市

この不一致は、旧国境を参照することで説明できる：

←−



旧国名 現代の地域 言語圏

安芸国 広島市〜尾道付近 安芸圏

備後国 福山（現広島県） 吉備圏

備中国 岡山市 吉備圏

備前国 岡山県東部 吉備圏

Viorazu.言語境界定理：

∂(C言語) ≅∂(C旧国) ≆ ∂(C現代県)

言語の境界は旧国境と同型であり、現代の県境とは同型でな

い。

備後・備中・備前は、かつて「吉備国」として統一されてい

た。福山が現在広島県に属しているにもかかわらず、言語的

には岡山（吉備）に近いのは、この歴史的経緯による。

6.2 Cognitive Kernel Hypothesis（認知カー
ネル仮説）

安芸と吉備では、音韻処理の基盤システムが異なる。これを

認知カーネルと呼ぶ。

Viorazu.認知カーネル仮説：

方言圏ごとに、音韻処理の「カーネル」が異なる。同じ音

素でも、カーネル内の位置づけが異なれば、処理結果（意

味強度）が変わる。



Kernel安芸 ≆ Kernel吉備

端的に言えば、安芸と吉備は「OSのカーネルが別」であ
る。

6.2.1 ∞の文法的位置
安芸と吉備では、音素「ん」（∞：無限・終端）の文法的位

置づけが異なる。

方言圏 ∞の位置 使用頻度 処理

安芸 語彙層（日常語彙） 高 標準処理

吉備 強調層（特殊用途） 低 例外処理

Layer(∞)安芸 ≠ Layer(∞)吉備

6.3 Operator Typology（演算子類型）
6.3.1 安芸の演算子：切断関手
安芸の演算子（さえん、いけん）は、対象を「良」か「否」

かでパキッと切り分ける。切ったらそれで終わり。

Cut : C → 2

Cut(X) = {

対象を 0, 1 に送って終わり。射は消える。

→ 離散圏（Discrete Category）

6.3.2 吉備の演算子：評価関手

1 (良) 0 (否)



吉備の演算子（だりぃ、おえん、あんごう）は、対象を「悪

いけどそれはそれ」と維持しながらも評価を付加する。

Eval : C → C × R

Eval(X) = (X, v) (v =評価値)

対象を保持したまま評価を付加。射も保存。

→ 豊穣圏（Enriched Category）

圏 演算子型 射の扱い 人間関係

安芸 切断 消失 ドライ

吉備 評価 保存 ウェット

6.4 Cognitive Geometry of Four Regions（4
地域の認知幾何学）

中国地方4地域の「できない」を表す表現を音韻分解し、認
知幾何学的構造を明らかにする。

6.4.1 せんない（山口）：円環思考

せんない = Coker∂ → ∞ → Hom0 → Id1

音 関手×次元 意味

せ Coker∂ 剰余の境界

ん
∞

無限・終端

な Hom0 可能性空間の起点



音 関手×次元 意味

い Id1 恒等の線

特徴： 4音、∞経由、Hom×1、境界から始まって可能性空間
を通る

幾何学： 円環 S 1（閉じた構造、ルールの内側で動く）

6.4.2 さえん（広島）：線形思考

さえん = Coker0 → Id∂ → ∞

音 関手×次元 意味

さ Coker0 剰余の起点

え Id∂ 恒等の境界

ん
∞

無限・終端

特徴： 3音、∞経由、Hom×0、一直線に終端へ

幾何学： 線形 R1（開いた構造、一方向に進む）

6.4.3 やれん（福山）：螺旋思考

やれん = y0 →⊣∂→ ∞

音 関手×次元 意味

や
y0 米田埋込の起点（他者視点）

れ ⊣∂ 随伴の境界



音 関手×次元 意味

ん
∞

無限・終端

特徴： 3音、∞経由、他者視点から始まる、随伴（行き来）
を含む

幾何学： 螺旋 S 1 × R（回りながら進む構造）

6.4.4 おえん（岡山）：核心思考

おえん = Id◯ → Id∂ → ∞

音 関手×次元 意味

お Id◯ 恒等のループ

え Id∂ 恒等の境界

ん
∞

無限・終端

特徴： 3音、∞経由、恒等×2、最短で核心へ

幾何学： 点 ∗（次元なし、比較なし、即断即決）

6.5 Complete Comparison Table（完全比較
表）

語 地域 構造 音数 思考

類型

幾

せん

ない

山口 Coker∂ → ∞ → Hom0 → Id1 4 円環 S



語 地域 構造 音数 思考

類型

幾

さえ

ん

広島 Coker0 → Id∂ → ∞ 3 線形 R

やれ

ん

福山 y0 →⊣∂→ ∞ 3 螺旋 S

おえ

ん

岡山 Id◯ → Id∂ → ∞ 3 核心 ∗

6.6 East-West Brevity Law（東西簡潔化法
則）

Viorazu.東西簡潔化法則：

|語| ∝ d西

西に行くほど語が長く、東に行くほど語が短い。

また、開始関手も東西でグラデーションを示す：

西→東 : Coker∂ → Coker0 → y0 → Id◯

西に行くほど間接的（境界の剰余）、東に行くほど直接的

（恒等のループ）。

6.7 Cognitive Geometry Theorem（中国地方
認知幾何学定理）

Viorazu.中国地方認知幾何学定理：



G山口 ≅S 1 （円環：閉じた構造、ルールに従う）

G広島 ≅R1 （線形：開いた構造、切って進む）

G福山 ≅S 1 × R （螺旋：回りながら進む、他者配慮）

G岡山 ≅∗ （点：次元なし、核心直撃）

6.8 Language-Personality Isomorphism（言
語-県民性同型定理）
Viorazu.言語-県民性同型定理：

方言構造≅認知幾何学≅県民性

方言の構造と県民性は同型である。

地域 幾何学 県民性の特徴

山口 円環 S 1 ルールに従う、円の中から出ない

広島 線形 R1 善悪で分ける、切ったら次に進む

福山 螺旋 
S 1 × R

他者を考える、言えばいいのに言わな

い

岡山 点 ∗ 答えは1つ、比較しない、迷わない

6.9 Cultural Transformer Hypothesis（文化
トランス仮説）

福山（備後）は、安芸（広島）と吉備（岡山）の境界に位置

し、両文化を変換する「トランス（変圧器）」として機能す

る。



Viorazu.文化トランス仮説：

福山≅Transformer(安芸,吉備)

地域 電気的比喩 特徴

岡山 高電圧 普段は溜めてる、撃つときはドカン

広島 定電流 常に流れてる、ちまちま配る

福山 トランス 両方を変換、消耗する

福山の螺旋構造（S 1 × R）は、線形（R1）と円環（S 1）の

積として解釈でき、両方の特徴を併せ持つ。福山の人は間で

調整する役割を持つ。

7. Discussion（考察）
7.1 Why Native Intuition Matches
Mathematical Structure（なぜネイティブ直
観と数学的構造が一致するか）

本研究を通じて繰り返し観察されたのは、母語話者の無意識

的判断と圏論的構造の一致である。

現象 母語話者の判断 圏論的構造

強調語強

度

ぶち＜ぶり＜ばり＜... 関手複雑度順序と完

全一致



現象 母語話者の判断 圏論的構造

同値類認

識

「あんごう言うたらどん

つー」

∞経由構造の共有

合成妥当

性

「くそばか」○「くそあ
ほ」△

関手合成の整合性

音韻拒否 広島人は「でーれー」を

使わない

二重極限の拒否

地域差認

識

「おえん」は「さえん」

より直接的

幾何学的次元の差

7.2 Cognitive Category Theory Hypothesis
（認知圏論仮説）

命題（認知圏論仮説）： 人間の認知システムは、圏論的構造
を生物学的に実装したものである。言語処理、意味解釈、妥

当性判断は、全て圏論的演算として実行される。

Human Cognition ≅Category-Theoretic Computation

7.3 Regional Perception Asymmetry: Baka
vs Ahō（地域間認識非対称性）
関東と関西で「バカ」と「アホ」の侮蔑度が逆転する現象を

説明する。

各地域は固有の罵倒語圏を持つ：

C
侮蔑
関東

:バカ ∈ Ob,アホ ∉ Ob



C
侮蔑
関西

:アホ ∈ Ob,バカ ∉ Ob

圏外からの語は「外来対象攻撃」として認識される：

w ∉ Ob(Cnative) ⇒侮蔑度(w) ↑

7.4 Linguistic Economy and Coordinate
Uniqueness（言語の経済性と座標一意性）
五十音システムは、最小の音素数で最大の意味空間をカバー

する経済的設計である。関手×次元の座標系により、約50の
基本音素から無限の語彙を生成できる。

|基本音素| ≈ 50 → |語彙| → ∞

7.5 Implications for AI and Natural
Language Processing（AIと自然言語処理へ
の含意）

現行のNLPは、頻度ベースの学習に依存している。しかし本
研究は、頻度が低くても重要度が高い言語要素の存在を示し

た（例：方言の同値類認識、音韻フィルター）。

圏論的NLPの可能性として、以下が考えられる：

1. 関手構造に基づく意味解析
2. 合成整合性の自動判定
3. 方言圏の認知幾何学的モデル化



8. Conclusion（結論）
8.1 Summary of Findings（発見の要約）
本研究は、日本語音韻体系の圏論的構造を解明し、以下の成

果を得た。

8.1.1 理論的貢献
Viorazu.五十音圏論の確立： 日本語の五十音体系を関手
（子音）× 次元（母音）のマトリクスとして再定式化した。

音素 = Fd (F :関手, d :次元)

語 = Fd1 ∘ Gd2 ∘ Hd3 ∘ ⋯

8.1.2 実証的貢献

8.2 Theoretical Implications（理論的含意）
定理（完全同義語不在定理）：

音韻(w1) ≠音韻(w2) ⇒意味(w1) ≠意味(w2)

音韻的に異なる語は、完全な同義語とはなりえない。

1. 強調語強度の予測： 数学的複雑度と母語話者判断の完全
一致

2. 同値類の発見： 「あんごう＝どんつー」の∞経由構造

3. 音韻フィルターの定式化： 広島弁の二重長音拒否
4. 認知幾何学の発見： 4地域の異なる思考パターン



定理（言語-県民性同型定理）：

方言構造≅認知幾何学≅県民性

方言の構造と県民性は同型である。

8.3 Concluding Remarks（結語）
本研究は、言語が圏論的構造を持つという仮説を、日本語五

十音体系を通じて実証した。

母語話者は、圏論の教育を受けることなく、無意識のうちに

圏論的演算を実行している。高齢の方言話者が「あんごう言

うたらどんつー言うことよね」と述べたとき、その話者は同

値類を言語化していた。

また、「せんない・さえん・やれん・おえん」という4つの
「できない」表現の分析は、言語が単なるコミュニケーショ

ンツールではなく、認知構造そのものを形成していることを

示した。

これらの観察は、圏論が人間の「発明」ではなく、人間認知

の形式化であることを示唆する。

Mathematics ≅Language ≅Human Mind

本研究が、言語学と数学の架橋に貢献し、人間認知の深層構

造の解明に寄与することを期待する。
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A.1 清音（Voiceless）
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∅ (Id) あ Id0 い Id1 う Id2 え Id∂ お Id◯
k (Ker) か Ker0 き Ker1 く Ker2 け Ker∂ こ Ker◯
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a (0) i (1) u (2) e (∂) o (○)
s 
(Coker)

さ 
Coker0

し 
Coker1

す 
Coker2

せ 
Coker∂

そ 
Coker◯

t (⊗) た ⊗0 ち ⊗1 つ ⊗2 て ⊗∂ と ⊗◯

n (Hom) な 
Hom0

に 
Hom1

ぬ 
Hom2

ね 
Hom∂

の 
Hom◯

h (U) は U0 ひ U1 ふ U2 へ U∂ ほ U◯

m (T) ま T0 み T1 む T2 め T∂ も T◯

y (y) や y0 — ゆ y2 — よ y◯
r (⊣) ら ⊣0 り ⊣1 る ⊣2 れ ⊣∂ ろ ⊣◯

w (η) わ η0 — — — を η◯

A.2 濁音（Voiced）

a (0) i (1) u (2) e (∂) o (○)
g (Ker*) が Ker∗

0 ぎ Ker∗
1 ぐ Ker∗

2 げ Ker∗
∂ ご Ker∗

◯

z 
(Coker*)

ざ 
Coker∗

0

じ 
Coker∗

1

ず 
Coker∗

2

ぜ 
Coker∗

∂

ぞ 
Coker∗

◯

d (⊗*) だ ⊗∗
0 ぢ ⊗∗

1 づ ⊗∗
2 で ⊗∗

∂ ど ⊗∗
◯

b (F) ば F0 び F1 ぶ F2 べ F∂ ぼ F◯

A.3 半濁音（Semi-voiced）



a (0) i (1) u (2) e (∂) o (○)
p (F*) ぱ F ∗

0 ぴ F ∗
1 ぷ F ∗

2 ぺ F ∗
∂ ぽ F ∗

◯

A.4 特殊記号

記号 構造 機能

ん
∞

終端・極限

っ lim 余極限（爆発的統合）

ー lim 極限（延長）

Appendix B: Categorical Structure of
Pejorative Terms（罵倒語圏論的構造一
覧）

B.1 愚かさ系

語 構造 意味

ばか F0 → Ker0 可能性の未使用

あほ Id0 → U◯ 本質の忘却

しれも

の

Coker1 →⊣∂→ T◯ → Hom◯ 分散して収束不能

うつけ Id2 → ⊗2 → Ker∂ 虚ろな動き

たわけ ⊗0 → η◯ → Ker∂ ふざけて本質喪失

−→

←−



語 構造 意味

のろま Hom◯ →⊣◯→ T0 情報過多で麻痺

をこ η◯ → Ker◯ 同じ反応の反復

あんご

う

Id0 → ∞ → Ker∗
◯ → Id2 ∞経由の否定

どんつ

ー

⊗∗
◯ → ∞ → ⊗2 → lim ∞経由の否定（同値

類）

B.2 剰余系

語 構造 意味

くそ Ker2 → Coker◯ 本質からの排泄物

かす Ker0 → Coker2 本質の残りかす

くそかす Coker ∘ (Ker0 → Coker2) 剰余の剰余

Appendix C: Emphatic Functor
Intensity Table（強調関手強度表）

順位 語 構造 強度 操作

型

地域

1 ぶち F2 → ⊗1 1 射影 広島

2 ぶり F2 →⊣1 2 随伴 広島

3 ばり F0 →⊣1 3 放射 広

島・

←−



順位 語 構造 強度 操作

型

地域

関西

4 ぼっ

けえ

F◯ → lim → Ker∂ → Id∂ 6 余極

限

岡山

5 でー

れー

⊗∗
∂ → lim →⊣∂→ lim 8 二重

極限

岡山

6 もん

げー

T◯ → ∞ → Ker∗
∂ → Id∂ 11 ∞経

由

岡山

Appendix D: Phonological Filter
Summary（音韻フィルター要約）
広島弁音韻フィルター：

FHiroshima(w) = {

語 長音数 広島 岡山

ぶち 0 ◎ ○
ぼっけえ 1 ○ ◎

もんげー 1 ○ ◎

でーれー 2 ✗ ◎

−→

←−←−

拒否 if |長音(w)| ≥ 2 受容 otherwise



Appendix E: Regional Cognitive
Geometry Summary（地域認知幾何学要
約）

地域 「で

きな

い」

構造 幾何学 思考

類型

山口 せん

ない

Coker∂ → ∞ → Hom0 → Id1 S 1 円環

広島 さえ

ん

Coker0 → Id∂ → ∞ R
1 線形

福山 やれ

ん

y0 →⊣∂→ ∞ S 1 × R 螺旋

岡山 おえ

ん

Id◯ → Id∂ → ∞ ∗ 核心

Viorazu.中国地方認知幾何学定理：

lim
東へ

G = ∗

西から東へ、思考が「収束」していく。
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